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現中期経営計画

躍進07の総括
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当初数値目標（2007年度末）
ROIC 　　10 % 以上
営業利益 　　600 億円以上 740億円 (07/5 予想)
有利子負債 　　1,500 億円以下

当初数値目標（2007年度末）
ROIC 　　10 % 以上
営業利益 　　600 億円以上 740億円 (07/5 予想)
有利子負債 　　1,500 億円以下

中
期
目
標

中
期
目
標

　一流商品を提供する『組織的知識創造企業』への脱皮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　躍進商品の市場投入
　垂直統合型事業モデル　～　PTC、メカトロの融合
　キーコンポーネント事業の拡大・強化

　一流商品を提供する『組織的知識創造企業』への脱皮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　躍進商品の市場投入
　垂直統合型事業モデル　～　PTC、メカトロの融合
　キーコンポーネント事業の拡大・強化

ROIC 　　12.2 % 13.7%
営業利益 　　642 億円 770 億円
有利子負債 　　880 億円 900億円

ROIC 　　12.2 % 13.7%
営業利益 　　642 億円 770 億円
有利子負債 　　880 億円 900億円

07年度予想07年度予想
全目標値1年前倒しで達成　　　上積み目標も達成の見込み

「成長・拡大のトップライングロース」へ

06年度実績06年度実績

躍進07（2005-2007年度）　計画目標 1
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売上高・投下資本

（有利子負債）
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07年度予想　売上高　6,600億円、営業利益 770億円に上方修正
躍進07　業績推移 2
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セグメント別　躍進07計画・実績予想差異

標準・量産機械 2,360 310（△140） （△50）

環境・プラント
その他

870 55（△130） （△15）

船舶鉄構・機器 740 110（+   90） （+ 75）

機械 800 120（+ 150） （+ 65）

建設機械 1,830 175（+ 630） （+ 95）

合計 6,600 770（+ 600） （+ 170）

セグメント 売上高 営業利益 差異の理由

07予想（05/5当初計画比較）

・電子、半導体、液晶関連の停滞
　継続による　～ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ機械、精密ほか

・官公需事業縮小、撤退による

・素材、エネルギー、輸送等の産業
　インフラ関連が予想以上に伸長

・北米のモバイルクレーン、アジアその他海外
　のショベル需要が予測以上に増加

億円 億円
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次期中期経営計画

グローバル 21

「日本の住友重機械から世界の住友重機械へ」
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次期中期経営計画の枠組み

グローバル 21

2010年度
　　　売上高 8,500億円
　　　営業利益 1,000億円
　　　ROIC　 10%以上

2015年までに売上高1兆円の企業に
各事業シェアはトップ3位以内へ

グローバル化
イノベーション

3年間で約1,500億円
・グローバル拠点展開　・「一流商品」創り

名称

財務目標値

長期ビジョン

成長キーワード

投資方針
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次期中期経営計画の基本方針

一流商品を市場に提供する
「組織的知識創造企業」

先進のリーダーシップ
一流商品による顧客価値創造
垂直統合型ビジネスモデル
グローバル展開
高効率経営

SHI-Way成長プロセス　“連鎖と循環”モデル

標準・量産機械、建設機械系
　　・グローバル展開による量的拡大

精密機械系
　　・フロンティア分野としての事業規模拡大

重機械・プラント系
　　・得意分野の商品に集中し、グローバルに拡販

企業コンセプト

成長イニシャチブ

成長プロセス

事業ポートフォリオ
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長期ビジョン

「世界の住友重機械へ」　～世界市場に成長を求める～
持続的競争優位の確立
質・量ともにトップレベルの会社へ

質を維持しながら規模拡大による企業価値増大へ
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7財務戦略について
財務体質健全化から次の成長投資段階へ

2010年度目標
売上高 8,500億円　
営業利益 1,000億円
営業利益率 2007年度レベルを維持
ROIC 10%以上

投資 3年間で約1,500億円（支出ベース）
　　　　　　　　（現中期計画投資　～800億円）
　　　　　　　設備投資 約1,000億円
　　　　　　　開発投資 約 500億円
　　　　　　　　　　　　　～財務規律を維持～

配当 継続的増配
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成長の考え方
21世紀をグローバルな視点で
企業間競争は国内から海外へ
国内市場は成熟化
グローバル成長の時代へ

　　　　　　　　　～BRICsなど新興国でのビジネスチャンス拡大～

新興国の高度経済成長もいづれは安定成長へ
21世紀前半が企業成長にとって重要な時代となる

　　　　　　　　　～グローバル市場での競争優位の確立～

強い現有商品を徹底してグローバルに売る
　　　　 ～現有商品を活かして効率的に市場開拓・深耕～

市場規模の大きい標準量産・建機事業を伸ばす
　　　　 ～早い規模拡大スピード～

「一流商品」強化で持続的競争優位の確立
　　　　 ～イノベーションで競争力強化推進～
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グローバル販売計画（地域全体）
北米の売上拡大、中国をはじめBRICsに注力

＊棒グラフに船舶は含まない

（億円）
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海外売上高

　1,978億円 2,303億円 2,761億円 3,400億円 4,900億円
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グローバル販売計画（セグメント別）

全地域にわたり標準量産、建機の拡大に注力

2,303億円（42%）
海外売上高（比率）

　1,978億円（38%）

＊棒グラフに船舶は含まない

2,761億円（46%） 3,400億円（52%）
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06年11月（中国上海）
・射出成形機　成形技術センター開設

06年11月（中国上海）
・射出成形機　成形技術センター開設

07年2月（インド）
・サイクロ組立拠点稼動

07年2月（インド）
・サイクロ組立拠点稼動

06年5月（中国天津）
・減速機現地生産強化

06年5月（中国天津）
・減速機現地生産強化

06年8月（ペンシルバニア州）
・クライオ北米関係会社統合

06年8月（ペンシルバニア州）
・クライオ北米関係会社統合

ベトナム工場

フィリピン工場

中国工場

北米工場

ドイツ工場

07年4月（ベトナム）
・減速機用モータ工場　拡張開始

07年4月（ベトナム）
・減速機用モータ工場　拡張開始

07年7月（ロシア）
・減速機サービス拠点設置
　（サンクトペテルブルグ市）

07年7月（ロシア）
・減速機サービス拠点設置
　（サンクトペテルブルグ市）

07年6月（ケンタッキー州）
・モバイルクレーン工場
　生産能力増強スタート

07年6月（ケンタッキー州）
・モバイルクレーン工場
　生産能力増強スタート

06年1月（ベトナム）
・プチ機　販売・サービス拠点現法化

06年1月（ベトナム）
・プチ機　販売・サービス拠点現法化

05年1月（中国上海）
・建機　上海部品センター開設

05年1月（中国上海）
・建機　上海部品センター開設

06年5月（ベトナム）
・減速機用モータ工場竣工

06年5月（ベトナム）
・減速機用モータ工場竣工

主な販売・サービス拠点

現有製造拠点

現有設計拠点

07年4月（ドイツ）
・減速機　生産能力強化

07年4月（ドイツ）
・減速機　生産能力強化

ブラジル

インド

東欧・ロシア

06年1月（シンガポール）
・建機　シンガポール部品センター開設

06年1月（シンガポール）
・建機　シンガポール部品センター開設

拠点インフラの新設・増強推進

グローバル拠点投資

　　　　　　　　　2008　　　　　　2009　　　　　　2010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015　　　　　　　　　　2008　　　　　　2009　　　　　　2010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015　

ベトナムベトナム 中国中国

新拠点インフラ・現有拠点増強投資

インドインドインド ブラジルブラジルブラジル 東欧・ロシア東欧東欧・ロシア・ロシア
新製造拠点

新規計画拠点
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07年11月（中国唐山）
・減速機・建機　新工場建設決定

07年11月（中国唐山）
・減速機・建機　新工場建設決定
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社会・産業インフラ 生活消費

ボイラボイラ

ＰＥＴシステムＰＥＴシステム

タービンブレードタービンブレード

反応・攪拌装置反応・攪拌装置
封止装置封止装置

イオン注入イオン注入

陽子線治療システム陽子線治療システム

超電導マグネット超電導マグネット

クライオポンプクライオポンプ

鍛造プレス鍛造プレス

平面研削盤平面研削盤

極低温冷凍機極低温冷凍機

ＸＹステージＸＹステージ

射出成形機射出成形機

リフティング・マグネットリフティング・マグネット

建設機械建設機械

フォークリフトフォークリフト

市場のバリューチェーン

成
長
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ギアモータギアモータ アクチュエータアクチュエータ 制御モジュール制御モジュール

物流システム物流システム

船舶船舶

発電用蒸気タービン発電用蒸気タービン

運搬システム運搬システム

水処理水処理

価値連鎖によるシナジーを継続して追求

輸送・運搬
環境・
エネルギー 素材加工 自動車

液晶・
半導体

医療・バイオ・
理化学

IT・
デジタル家電

サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム

装
置

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

石油精製用ポンプ石油精製用ポンプ

レーザ・アニール装置レーザ・アニール装置

One-SHIシナジーモデル 12
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　　　　　　　　　2008　　　　　　2009　　　　　　2010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015　　　　　　　　　2008　　　　　　2009　　　　　　2010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015

「一流商品」投資

“一流商品”の開発投資　～技術イノベーションの推進～

競争力強化でグローバルに通用する「一流商品」へ

組織横断的開発

ショベル

リフティング
マグネット

減速機

コントローラ

PET用サイクロトロン

クライオポンプ

イオン注入装置

半導体製造用
超伝導マグネット

極低温冷凍機

発電用蒸気タービン

タービン用大型減速機

循環流動床ボイラ

タービンブレード

射出成形機

精密減速機

OneOne--SHISHIシナジーモデルによるシナジーモデルによる

差別化、競争優位の確立差別化、競争優位の確立

メカトロ・コンポーネント
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標準・量産
機械

環境・プラント
その他

建設機械

機械

船舶鉄構
・機器

10年度目標（07年度比較）

売上高 　3,000億円 （+ 640）
営業利益 420　　 （+ 110）

売上高 　1,300    （+ 430）
営業利益　　 90 （+   35）

売上高 　　 1,000    （+ 260）
営業利益　 140   （+   30）

売上高 950    （+ 150）
営業利益 130     （+   10）

売上高 2,250    （+ 420）
営業利益 220    （+   45）

●市況の読み　・中計のポイント

●産業インフラ関連市況好調継続
・減速機：資源インフラ関連拡販、グローバル拠点展開加速
　で拡販、精密減速機強化
・射出成形機：欧州市場拡販、サプライチェーン強化
・精密ほか：PET海外展開、クライオポンプ事業拡大、
　メカトロコンポーネント市場拡大

●エネルギー、資源輸送産業インフラ市況好調継続
・船舶：2010年まで高採算の受注残、年間建造数を10隻へ、
　次期船型開発、トヨタ生産システム深耕加速
・反応容器：生産効率向上

●素材、エネルギー産業インフラ市況好調継続
・採算管理、生産能力増強で堅実な売上増、高採算
・クレーン：国内外鉄鋼メーカ深耕
・小型タービン：海外拡販、サプライチェーン強化
・鍛造プレス：自動車用拡大、商品汎用化

●世界的なインフラ整備市況好調継続
・ショベル：中国拡販とサプライチェーン強化、
　第3次排ガス対応車拡販
・モバイルクレーン：生産能力増強による拡販

セグメント

合計 売上高 8,500億円 （+ 1,900）
営業利益　1,000億円 （+    230）

●新エネルギー市況好調継続
・採算管理、生産能力増強で堅実な売上増、高採算
・新エネ対応ボイラアジア拡販
・民需水処理分野拡販

セグメント別中期計画概要 14
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将来の業績に関する予想、見通しなどは、現在入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断したものです。
したがって実際の業績は様々な要因の変化により、記載の予想、見通しとは異なる場合があります。


